






瑷*はキレの根をつるして1%の 
光を防ぎ*また目 S し用に発逢し 

てきたと云われている。しかし、 

段々に「店」そのものの朗となり 
柚象化されて「琛»に«柙し」 





「瞍鳆の古さ」「味*分け」など 
と！|を広げてきた〇まさに「暖藿 
の®さ」は計り知れないものがあ 
る-その 色合い、生地、文字など 
に思い入れが深く •斯旧とりまぜ 
て今日も»を彩つてくれている。 
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8月2日木 

r 日本フィル 
親と子夏休み 
コンサート j 

食采立ル m 市民会館 

S ， W:PW 丨 .30 

»-,|l 卜、 



いょいょ、盛菱。*近では 
「 S 休み」も了供のものばか 
りとは云えなくなりました* 
大人社会にも、ゆつたりとし 
た SL 期沐暇が。わずかな時問 
を荆いて*一度*身もこころ 
も涼しくなる ft 如苑へおこ L 
になりませんか。 

■日時 8 月 18 日 ItJ 

午後2時肀丨4時半 


■御本* KA 加 

宝物館を}4:じめ 
として映_など 
盛りだくさんの 
用: S がしてござ 
います。 

■立川市民(成人)に限らせて 
用きます。 

■お申し込みは「えくてびあ 
ん•コンバニオン」{本^を乎 
渡してくれた人》へ- 




火曜•木 BS •土曜 h 
毎遇のこの日、綠深 
い中央公民館に n — ヒ 
丨の香りが_ちるのを 
こ存知だろぅか。«窖 
のある人も"そぅでな 
い人も、共に学んで働 
いてふれあえる場を、 
と始められた喫茶 n — 
ナ—。ここの n 丨ヒ丨 
はどこよリもホツトで 
味は、どこよりもやさ 


^!公敁紡の找詁宰で週3问， 

嘹茶コ|チ—が W かれる”逐當 L 
ているのはス2:古«-4の自立を H 
衔す会」のメンバ—•それぞれに 
ハンディをもつた人たちが力を A.M 
わせ.すでに二半半::なる。現 rr 
は喫茶 n — チ—变51としての活觔 
だが•この程その実铱が rtit : 22 め 
られて谈这室が：常^0喫茶コ|ナ 
I に改装されるこ it なつた* 

实酱ではなく钤装としての活舯が 
始 i るわけである n 

嗅茶コ I ナーは11時に勐>始め 
る•会 ft の^作啪/さん(柴嶙 WJ > 
が U 時ちょ 
ラどにやつ 
て米た■会 
代去の ffiE 
強さん <RS 
町》が「い 
つも時 fill ビ 
ッタリだね」 
と户をか it 
る/^:#さ 
4は二 n 二 

コと r この 

仕¥•面白い t の 4 - U そこへ他のメ 
ンバ„申いすで到»1た。|;-人 
で手分けしてテーブルセット. 
ヵップの ffla :、 とテキバキ和(£を 
すすめる“ 30 分程で淡益室 ( i すつ 
かり嗅杰 n — ナーに変身した。辺 
りにコ—ヒ—の择〇が渫ぃ始める" 
12時々4嗤の -5 講を終えて^〇始 
めた人たちが*香りにひかれて次 



r 

a 没が^ると忙しくなる. 
わ客との会註が楽しい • 


々に来店，-杯|50| 1 1のコ|ヒ|に 
一々一^々*くつろいでいる"「惯れ 
ないう hu 才 t ダ—ききに行くの 
もお亙い揀りあハたりして*今で 
は顔なじみのお名といろんな詁が 
出米るようになり fL た/お客と 
の和やかなやりとりにも一3つた自 
信のょうな t のがうかがぇる。ハ 
ンデ f をもつた人たちと•そうで 
ない入たちとの交流が、ごく^!然 
に行われるうちに， •• r 後の時問が 
聆かに流れていった。 

埦在•会 Ma 約 r ) oN :、 i : 扱令 fi 
が £ t 5 llx いる。「ここへ米て^際に 
やるのが好きな人.「通«&.のィラス 
卜だけ描いてくれる-^、文を 3 F く 
人、いろい/>です。それぞれが d 
分の都入：：にあわせ•出米ることを 
無理のない形でや-〇て來ました/ 
淡々と^る8?石さんだが•常^の 
喫茶 n I ナーが支猊に » U 1 け5:き出 
I た今，思い am いのではないだ 



大塚芍+さん(菖士見町) 

ろうか，、「!«!£しても•個入にあわ 
せて無塊のないよう、しか業 
と1て成り立っょぅ、そしてぃっか 
は支店 tj と語る顔は明るかつた • 


8月9®しげな李 
節には i だ速いょう 
に思われるが，すで 
に"初秋*なのであ 
る。空に WS 、 林の 
なかには铪虫、そ L 
てカリン3¢々。それ 
ぞれに秋への準備が 
進められている U 
今：2：の表紙は、 Iti っただ中で 
ある。テ—マはズバリ「熟带/ 
女子*術短大の絵®を出•勦め 
ながら手描きサラサの丄薄にて染 
めの«礎をマスターしたという中 
«)さん*もラすでにこの«:界に人 
って10年を越す5::日が*ねられて 
いた。「今まで趣味の廷长上に* 
りま L たが•昨年からこれしかな 
いかなと思い、染色を私の生活に 
I ました。布はあったかくていい 
です。とくに缶の中に色がニジム 
時のふうあいは、なん t もいえ i 
せん。描きながら新しい自分を発 
兒したい t 思います。もしその中 
から、 ft てくれた方に夢が与えら 
れたらとても睹しいですね/立 
川 • 31立で開いた«賊を十台に' 
米年2月には，れ者のメッカ原宿. 
衣1にてが決•足している" 




立川クイズ ■ 

渑訪の森の隣りに€つ立川市. * 
?5•小学校年の故史を刻む、 
小学校としては柬5?:梆で*も A * い 
学«です•でも、钶 ttw 來•何度 
も名前が変りました。では，明治 
3年3月 ill 立の時は何といつてい 
たでしようか。 

①郷学校②柴崦小学校③存 T-S 

(7 月号の答〕 

XO 号は昔懐かしい立川の芑菜' 


いかがでしたか：今の sm<:，w 
択 * しますと…* 

「今：！：は朝から晚 i で搾打ち (•* 
柃打ち> をやつたから•体中がの 
げつばくて(荚の棟先の尖つた t 
ころが体の屮に入つて、ちくちく 
すること》 L かたがない**物も 
ょくたたいて家の中に入らない t 
いけない0鉍側も《捽|[ちのはこ 
りで}足あとがつくく•らい li こり 
が W つているから' よく掃いてお 

きなよ」{「立川の方<«」鈴木為佐 
生 •» •立川 rfl 教 fr ^ ia 会発行より) 


«代のような«»にまで洗辣さ 
れたのは桃山時代ではないかとい 
う。初期の頌、これを「のうれん」 
と呼んだとモノの本に. Id されてい 
る★単なるキレか VP * こんな1:« 
然とした怃が中れるものであろう 
か ■ 家睦で問 ft 切りに使われ 
ないこと&ないが， H と云つても 
=本の商{豕の芙学であろう。そこ 
から「«•«腺を守る j とか「垵11分 
け」 「 i ? i » に椀柙 I 」などという • 
たかが布一枚とは£い切れない 
「*み」が卞じてきたのであろう • 
★今月はケ川狭しと. fife 中で液 
び间り唼®撖彩に>£<1た。たしか 
に商«や塔^が染め执かれていて* 
1兄「?;-板」あ6いは「広^布」 
のようではあるが， •_ 然として遠 
ラのは「思い人れ」の強さとみ；，-% 
^• k みずから本をとつて*さらさ 
らッと •* いた吊兮がそのまま噃膝 
に乘っている塌 ft などは•もう「作 
M IIIIJ と呼んでもよろしいのではな 
いか。*染めあり浅葱¢1あ0。咆 
地もいろいろだが S 冬•「衣がえ」 
をさせるあたり•さすがあ n 本の 
:^とみたが•そばの1 fseJ で 
は叫乎に応じて哦簾を褂け«えて 
いるというコリようだ★人閲にも 
栈廉が拚かっている人と、そうで 
ない人がいるように思う。就 «i 
えに保床のうえで It 座をして.合 
节 I てから休む友人がいる"彼<: 
とつては、今 H - n に感谢 L て|« 
簾を降ろす•正にその.瞬なので 
あろう★水かえて金魚めざむる 
えくてびあん* 


*し.4«^ ? 1 ^热上 J s rxstm 
3千 £ <,¥3;?0ぞ小3番洱3 
备、1>线11^#>+3ネこ〇 拥 

4 相 mT!+l 

i c > M:<*nTJ ^ 


'‘臻一一2 茗今 YXC --1.4 T 1 S 
:をザ^ Mi (; t ^ 班〇み JtTIrv 
Ywci . 々鉍 S 播 士 C ： Y 令4-班¥ 



「ウアウアアパ/母親に抱かれ 

たその子は • S 葉にならない fn 葉 

を叫ぶ"私にはそれが r お W さん 

人 W き J tg - o ているように ft え 


立川駅ビル「ウィル」には、西 
と東にエレべ—ダ！がある，索通 
しなのでガラスごしに北 n の离岛 
2 T 三并侣託銀' fr •バスターミナ 
ル•信号侍ちの人の列•••◊上 
Tt る M 秒かの問にこれらの«:色 

が大きくなつた b ， ii い世界ので 

さごとの1うに小さくなつて¥づ 

たり。子どもの t きに*その頃ま 

だ珍しかつた AW エレべ—夕| 


答‘ 

f ❺ 


と 

こ 


漢字一字揷入せよ 

実の生る木は 

から違ラ 

捧ほど願つて 

ほど叶ラ 


<案内锒のいない》に乘るのが好 
きで、各階のボタンを押した 〇， 
二階で»りて三楛で乘ったりなど 
| 入で遊んでいた。そのせいだろ 
ぅか，いまだにエレべ|夕|の縱 
摇れと ff 止階 <:'« いたときの li い 

バウンドが心地よ：/まして、外 

の fct 色が狭められると/)っては • 

と 思ぅ一方で、：19)所»怖症でもあ 

るのだから矛盾している氕もする勒 

小さな箱の中で押しこめられた 

人は、ひたすら柄方をみつめる。 

今•何啭なのか•ランプの位®が 

$ゎることで確2.しょぅとする* 

赤ん坊が母親の盹の中で•手を 

ばたつかせる。白い«;服を» て， 


ァセそのないビンクの肌を母税に 
すりよせる❶『お母さん大好き j 



■W 

と全身で3つているょぅにみぇる 

狭い箱の屮で、この母 T だけが伴 

IK 階も外の聚色も «. よう t せず • 

二入だけの世界にひたってい 

(来.25弘子> 


<祕應：> 小川”子_山满子«/||«山田慝子 
中«轤±+«正弘9田饵子 
1奪真}天«0*:楸巇|明吝迅«名 

スタジオ 2 6 5 « Jll l e 拿多 It 


k い〇もこいつしよ 

が0協和銀行 


卽え<てびあん第 i 

平成二年八月 I 日発行 
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lAm 人立并咨介 

発！汀人冲野葛9? 
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農業試験場がより身近に 

荔七 a 町の綠におおわれた雄地 


に眩し 



te のピラミッドが 
兒え*^都 R 
業 2 t 躲場の族 
示温室である。 
この#•完成 
I たばかり。 
「 H 光を受け 
すいし*き 


れいでしょラ。ここはもと t と试 
鉍•研究が主ですけど，もつ t . 
te の方にも才—ブンな试験蝴をめ 
ざして、^内のエ枣にかかる产定 
で，その第一 R 陏なんです」とは 
式软場の站。： sttt を中心 tL たエ 
爭の完了は4年 5 n 頃とのこと。 
•展示温室の中で U 今、溶液 . tt 培の 
トマトが； C つている。大きくなれ 
ば天井いつぱいに広がるそうだ** 


立川•か ^5 


音色もフレッシュに 
新人演奏会 

去る 6 H 1 S 日•立川市市 E 会 Is 
で「第一： S たちかわ新人演赛全し 
が RB 催された。新進の演葵家たち 
に発表の埸を•と，立川1!1*地域•乂 
化振興財 l r fl が±催したものだが， 

个年は 12 名が签加 して 椀を妓つた b 
* 炎の結果•フル—卜の森 ffitr - 
子さん<写典)が蕺«秀赏に*ソ 



ブラ/の山田 
みゆきさん， 

ピア/の木 X - 
村裕芙さん， 

中村さと子さ 
んがそれぞれ 
優秀 tt に迸ば 

れた•立川には -ft い合楽家が多い 
が•人 M を宵てるためにも，この 
试み、ぜひ根づいては L いもの。 


「上ラこそ、 

街角か•リ 
笑頓のごあいさつ 





























































幼い頃の足音令、多くの人はみな耳の奧 r 
大切に仕资つているここは技の;菜い所歷 
史入が陣禺の道を住来し，北浅川は時にまか 
せ次れる故鄉の自然を体し“ふ染み込. 
ませなから、口もとから驿れたの‘がこの詩 
『夕焼小熳 j こ二はそんな！:ちである 


M 


半日ほどめし卜さな IK j へ 
出てみま甘んか♦そこに 
u» いがけなく s 热が JP. 
づい Tv たり. iSNr しい 
r この人 j 仁会えたり- 




















